
特殊用途用プロバイダ非依存アドレス割り当て申請記入例 

（マルチホーム用） 

 
(※印のついている項目は記入必須項目です) 

 

 

 
 
IP アドレスの割り当て先組織(今回お申し込みいただいた組織)の登記簿記載の本店所在地など、正式な所在地を記入して

ください。
 

 
IP アドレスを割り当てようとするネットワークを表す任意の文字列を、英大文字, 数字,"-"(ハイフン)のみを用いて 12 文字以

内で記入してください。複数のネットワークアドレスが同じネットワーク名を持つことも可能です。 
 IP アドレスの割り当て先組織(今回お申し込みいただいた組織)の正式名称およびその英文表記を記入してください。 
 

 
 
 
 

IP アドレスの割り当てを行ったネットワークについての連絡窓口として利用されます。割り当て先組織を代表して当該ネット

ワークに関する責任を持つ連絡先の JPNIC ハンドル（グループハンドル）を記入してください。 

JPNIC ハンドル（グループハンドル)が割り当てられていない場合には、本申請と同時にその情報を登録することが可能で

す。同時に割り当てを受ける場合には、ページ下部の[担当者情報追加]ボタンを押してください。[管理者連絡窓口]と、登録

しようとする情報中の[ハンドル]に記入する番号が対となるように同じ番号を記入してください。 
 

 
 
 
 

IP アドレスの割り当てを行ったネットワーク内における技術的な連絡窓口として利用されます。ネットワークの日常的な運用

に責任を持つ担当者または窓口を登録してください。 

技術連絡担当者は、割り当て先組織からもし可能であれば2名以上選任して、担当者のJPNICハンドル(グループハンドル)

を登録してください。ただし、正当な理由がある場合は、その連絡先と連絡が取れるJPNICハンドル（グループハンドル)を登

録することも可能です。 

JPNIC ハンドル（グループハンドル)が割り当てられていない場合には、本申請と同時にその情報を登録することが可能で

す。同時に割り当てを受ける場合には、ページ下部の[担当者情報追加]ボタンを押してください。[技術連絡担当者]と、登録

しようとする情報中の[ハンドル]に記入する番号が対となるように同じ番号を記入してください。



 
 
 

IP アドレスの割り当てを行ったアドレス空間において、ネットワークの不正利用に対応する電子メールアドレスを記入してくだ

さい。この欄に記入した電子メールアドレスは、APNIC WHOIS データベースにおける割り当て情報の"remark"欄でも表示さ

れます。 

 

 
 

IP アドレスの割り当てを行ったネットワークが参照するネームサーバを記入してください。IP アドレスの割り当て後に登録す

ることも可能です。登録する場合には、原則として最低 2つのネームサーバの登録を行ってください。3つ目以降のネームサ

ーバ追加時には［ネームサーバ追加］ボタンを押してください。 

 
 

 
 
 

IP アドレスの際し登録される[ネットワーク情報]の変更が行われた際に、申請者以外に通知する電子メールアドレ
スがある場合には記入してください。申請者以外に通知する電子メールアドレスがない場合には、空欄としてくだ

さい。 

 

 
 
 
 

申請にあたり、役立つと思われる任意の情報を記入することができます。ネットワークトポロジを表す図表や、アドレス空間

利用およびサブネット計画の根拠を示す詳しい説明があれば、ネットワークに関する必要条件を理解しやすくなります。 

この欄で説明し切れない内容などは、審議参考資料として別にご提出いただくことも可能です。審議参考資料は MS Office

などアプリケーションで作成されたファイルや PDF ファイルも受け付けています。 

 

 
 

申請者の電子メールアドレスを入力してください。確認のため同じ電子メールアドレスを 2回入力してください。 
ここに記入された電子メール宛に、申請を受領した旨の通知をお送りします。 

 
 
 
 



 
 
割り当てを行う予定の IPv4 アドレスを、以下の例を参考にしてサブネット毎に記入してください。この項目は複数の記述が可

能です。 
 
 （記入形式） 

address mask connect n0/n1/n2 remark 

(記入する内容) 

address : ネットワークアドレスを記入してください。申請時に割り当てるアドレスが決

まっていない場合には、プライベートアドレスで記入してください 

mask    : サブネットマスク 

connect : YES、NO または PART  

    YES   : インターネット接続する 

    NO    : インターネット接続しない 

    PART  : パートタイム接続(たとえばダイヤルアップ接続など)の場合 

n0      : そのサブネットの直後のホスト数  

n1      : そのサブネットの 6 カ月後のホスト数  

n2      : そのサブネットの 1 年後のホスト数 

remark  : ネットワークの使用組織、用途(目的)を記入してください。この項目のみ

日本語(全角)で記入することが可能です。 

(記入例)  

10.0.0.0 255.255.255.248 YES 4/6/6 サーバセグメント 

10.0.0.8 255.255.255.248 YES 6/6/6 サーバ検証用セグメント 

202.12.30.0 255.255.255.128 YES 98/115/123 ホスティングセグメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

現在、新たに IPv4 アドレスの割り当てを行おうとしているネットワーク内で既に利用している IPv4 アドレスの構成を、以下の

例を参考にしてサブネット毎に記入してください。ただし、プライベートアドレスを用いて構築する部分については記入しない

でください。この項目は複数の記述が可能です。

（記入形式） 

address mask connect n0/n1/n2 remark 

(記入する内容) 

address : ネットワークアドレスを現在割り当てているグローバルアドレスで記入して

ください 

mask    : サブネットマスク 

connect : YES、NO または PART  

    YES   : インターネット接続する 

    NO    : インターネット接続しない 

    PART  : パートタイム接続(たとえばダイヤルアップ接続など)の場合 

n0      : そのサブネットの直後のホスト数  

n1      : そのサブネットの 6 カ月後のホスト数  

n2      : そのサブネットの 1 年後のホスト数 

remark  : ネットワークの使用組織、用途(目的)を記入してください。この項目のみ

日本語(全角)で記入することが可能です。 

(記入例)  

192.41.192.0 255.255.255.248 YES 6/6/6 サーバセグメント 

202.12.30.128 255.255.255.128 YES 126/126/126 ホスティングセグメント 

 
 

 

 
割り当てを希望する特殊用途用プロバイダ非依存アドレスの種類が表示されます。「マルチホーム」と表示されていることを

確認してください

 
 

 

 
この申請によってアドレスの割り当てを受けた後に、返却する予定のアドレス空間がある場合には、そのアドレス空間をプリ

フィクス形式で記入してください。 

 
 



 
 今回新たに IP アドレスが割り当てられることにより返却する IP アドレスの返却先の組織名を記入してください
 
 

 

 
今回新たに IP アドレスが割り当てられることにより返却する IP アドレスの返却時期を記入してください
 
 

 
 接続先 ASのネットワークを運用する会社、組織などの正式名称を記入してください。この項目は複数記入が可能です。
 
 
 
■接続先情報 

マルチホームを目的とした申請時には、2 箇所以上の接続先情報を記入してください。 

接続先が 3 箇所以上ある場合、[接続先情報]追加ボタンを押下することで、フィールドが追加され

ます。なお、これらの情報は、JPNIC が特殊用途用 PI アドレス割り当て基準の確認を行うために

使用します。 

 接続先 AS のグローバル AS 番号を記入してください。 

 

 接続先 AS の担当者名を記入してください。 

 

 接続先 AS の担当者の電子メールアドレスを記入してください。ここに記入された電子メールアドレスに対して、JPNIC から
接続状況の確認を行う場合があります。 
 

 接続先 AS と BGP(Border Gateway Protocol)を利用して接続される(予定)時期について記入してください。予定時期が申請
日より３ヶ月以上後となる場合は、３ヶ月以内となるようあらためて申請をしなおしてください。 
 
 
 



■担当グループ(担当者)情報の割り当てについて 

 

本お申し込みと同時に、管理者連絡窓口または技術連絡担当者の担当グループ情報(担当者情

報)を登録する場合には、以下の記入例をご覧ください。 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

「グループ名（または氏名）」には担当グループの名称または担当者名を入力してください。 

「Group Name(Last, First)」には日本語のグループ名（または氏名）に対応する名称をアルファベットで入力して

ください。担当者の氏名を登録する場合は、姓(Last name)を先に、名(First name)を後にして、間を ","で区切ってください。

ミドルネームがある人は、名のあとに "," で区切らずに書いてください。Last name と First name の各冒頭の文字は大文字

で、それ以外は小文字で入力してください。 

管理者連絡窓口の項目に記入した任意の数字と同じ数字を入力してください。 
割り当てられたグループハンドル・JPNICハンドルは、契約締結時に JPNICより通知されます。 

担当グループ情報の登録・変更を希望する場合にはグループハンドル、担当者情報の登録を希望する場合には JPNIC

ハンドルの先頭にチェックを入れてください。 

本お申し込みと同時に、管理者連絡窓口(または技術連絡担当者)の担当グループ情報(担当者情報)を登録する場合に

は、管理者連絡窓口（または技術連絡担当者の項目に任意の数字 ("1", "2"など)を入力してください。 
 
入力後、ページ下部の[担当者情報追加]ボタンを押してください。 

担当者(担当部署)に連絡可能な電子メールアドレスを入力してください。 



 担当者(担当部署)の所属する組織名、および組織名のアルファベット表記を入力してください。 

 

 担当者(担当部署)へ郵送物が到達可能な住所を入力してください。 

 

 担当者(担当部署)が所属する組織内での部署があれば入力してください。 

 

 担当者情報(JPNIC ハンドル)を登録する場合のみ、担当者が所属する組織内での肩書があれば入力してください。 

 

 
 

担当者(担当部署)への電話での連絡が可能な番号を入力してください。 

[電話番号]および [FAX 番号]は、市外局番から始めて半角文字のみで記入してください。日本国外の電話番号を登録する

際は、+<国番号>から始めてください。内線番号を記入する場合は、"ext." ないしは"x" を使用してください。 
 

 担当者への FAX での連絡先があれば入力してください。 

 

 登録する情報に変更が生じた場合に通知すべき電子メールアドレスを入力してください。 

 
 
 
 


